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鳥羽高校は、平成 27 年度より SGH 校として新たな価値を創造するグローバル・リーダーの育成に取り組んでいます。

クイーンズランド工科大学との遠隔授業

　１月 15 日 ( 水 )、オーストラリアにあるクイーンズランド工科大学の先生方と、世界最高速級の学術通信ネットワーク「ＳＩＮＥ
Ｔ」を用いて遠隔授業を行いました。１年生４名と２年生 15 名の計 19 名が参加し、「グローバル社会とは」、「世界の文化の共通点や
相違点」、「文化はどのように構築されるのか」というテーマの講義を受けました。日本にいながら海外と繋がり、その文化に触れる
ことで、講義の中で挙げられたグローバル人材に必要な資質である「異文化を理解するために人々の話を聞く力」、「多角的な尺度を
用いて文化を見る力」を向上させることができました。

生徒の感想から

 グローバル人材としてだけでなく、これからの
社会人として必要なことをたくさん学べた。

 オールイングリッシュの授業をとおして、外国
語や異なる文化を学ぶ意欲が高まった。

グローバル思考力コンテスト

　１月 23 日（木）、グローバル思考力コンテストを開催しました。このコンテ
ストは、事前に与えられた課題に対する自分の考えをもとに、グループでの話
し合いをとおして合意形成へと繋げるための思考力を養うことを目的としてい
ます。今回与えられたテーマは「『京都の観光』についての諸問題で取り組むべ
き最重要課題の検討」です。民泊、交通、治安やマナー、景観、宿泊税、観光
税に関わる問題についてグループごとに議論を行い、最優先課題として取り組
むべき課題の精選をしました。実施後、分析力・論理力・想像力・表現力の４
つの観点に基づいて優秀班が選出されました。

グローバルネットワーク京都交流会

　２月１日 ( 土 )、グローバルネットワーク京都交流会が開催され、本校を含む
府立高校９校が参加しました。ＳＧＨ台湾海外研修に参加した２年生５名は、
現地で調査した課題研究について英語でプレゼンテーションを行いました。３
チームからなる２年生計 11 名はポスターセッションに参加し、「インドの水不
足をＵＮＩＣＥＦ等の団体と協力し、ナノテクノロジーの分野から解決するに
は」等の様々なテーマについて発表をしました。また、グローバル科１年生全
員が聴衆として参観し、次年度の研究に向けて視野を広げることができました。

全国高校生フォーラム

　12 月 22 日（日）、東京国際フォーラムで文部科学省主催の全国高校生フォ
ーラムが開催され、本校からは２年生４名と「アジア高校生架け橋プロジェク
ト」により本校に留学しているモンゴルからの留学生１名が参加しました。全
国のＳＧＨ校・ＳＧＨアソシエイト、ＷＷＬ事業拠点校・事業共同実施校・事
業連携校、グローカル型指定校等の高校生たちと「イノベーション探究Ⅱ」に
おける課題研究内容について英語でポスター発表と質疑応答を行いました。ま
た、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）についても英語で議論を行いました。

第５年次
SGHの取組



１年生　「総合的な探究の時間」・「イノベーション探究Ⅰ」の取組

立命館大学での課題研究宿泊研修
　１月 11 日（土）・12 日（日）の２日間、立命館大学びわこ・くさつキャンパスに
て、グローバル科を対象に宿泊研修を実施しました。「イノベーション探究Ⅰ」にお
ける課題研究内容を深めるため、ＴＡ（ティーチング・アシスタント）の講評を受
けながら、２月 22 日（土）に開催される最終発表会（下欄に掲載）に向けて準備を
進めました。また、ＴＡから大学や大学院での研究生活の様子に関するお話を聴き、
自分自身の将来のキャリア選択について考えました。

生徒の感想から

 グループ内で意見が合わなかった時は相手の意見を尊重したり、自分の意見を説明するなどの協働学習を多くできたのでとてもよかった。

 たくさんの選択肢の中からすぐに１つに絞るのではなく、周りをよく見ることの大切さをＴＡの方から教わった。

ＳＧＨ台湾海外研修

 　12 月 23 日 ( 月 ) から 12 月 27 日 ( 金 ) の５日間、１年生３名、２年生７名の計 10 名が台湾での研修に参加しました。

国内・海外インターンシップ
　12 月６日（金）、事前研修として片岡製作所の京都本社
を訪問しました。片岡宏也取締役から会社概要をお話いた
だき、工場見学をしました。現地での研修では 12 月 25 日

（水）午前に台湾片岡股份有限公司を訪れ、台湾での事業
展開やグローバル企業で働く中で求められる資質・能力に
ついて学びました。午後からは般若科技股份有限公司（Ｓ
ＯＬＡＳ）を訪れ、林允進総経理からＳＯＬＡＳの起業か
ら現在に至る企業経営についてお話しいただきました。

「総合的な探究の時間」（普通科）
１月 25 日（土）、普通科理数人

文コースの課題研究発表会を実
施しました。福知山公立大学の
杉岡秀紀准教授とＴＡの方々、
大阪大学のＴＡの方々及び本校
卒業生に参加していただき、オ
リジナリティの必要性やグラフ
の効果的な提示方法など、今後
の課題研究に向けた助言をいた
だきました。

〈研究テーマ例〉	 京都におけるオーバーツーリズム
		  ～交通と環境～

「イノベーション探究Ⅰ」（グローバル科）
２月 22 日（土）、グローバル

科の課題研究発表会を実施しま
した。修徳まちづくり委員会の
荒川晃嗣氏、京都光華女子大学
の乾明紀准教授、武庫川女子大
学の加登遼先生、京都大学の神
吉紀世子教授、京都文化博物館
の村野正景学芸員に助言をいた
だくことができ、次年度に向け
て成果と課題を共有することが
できました。

〈研究テーマ例〉	 若者の視点から京組紐の新しい価値を見出す

課題研究発表会
　「京の智」の再発見をテーマとした課題研究について、フィールドワークや論文検索をとおして調査した結果をもとにプレゼンテー

ションを行いました。

現地学生との交流
　12 月 24 日（火）、國立台湾
大学において課題研究に係る
インタビュー調査を大学生に
行いました。また、12 月 26 日

（木）には台中市立台中工業高
級中等學校を訪れ、ディスカ
ッションや交流会をとおして
課題研究内容を深めました。

フィールドワーク
　台中・台北において、課題研
究「メディア誘発型の有効性」
を深めるためにインタビュー
調査を行いました。調査内容
を踏まえて作った動画につい
て、帰国後に台湾観光協会大
阪事務所からアドバイスをい
ただきました。

ホームページ　http://www.kyoto-be.ne.jp/toba-hs/


